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資料名 員数 年代 所蔵者

弥生土器・甕 1点 弥生時代中期 栗東市教育委員会
弥生土器・器台 2点 弥生時代中期 栗東市教育委員会
弥生土器・細頸壷 1点 弥生時代中期 栗東市教育委員会
弥生土器・壷 1点 弥生時代中期 栗東市教育委員会
弥生土器・高杯 1点 弥生時代後期 栗東市教育委員会
弥生土器・長頸壷（線刻土器） 1点 弥生時代後期 栗東市教育委員会
磨製石鏃 2点 弥生時代 栗東市教育委員会
打製石鏃 3点 弥生時代 栗東市教育委員会
環状石斧 1点 弥生時代 栗東市教育委員会
石剣 2点 弥生時代 栗東市教育委員会
紡錘車 2点 古墳時代 栗東市教育委員会
砥石 1点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
翡翠製勾玉 1点 弥生時代 栗東市教育委員会
碧玉製管玉 2点 古墳時代 栗東市教育委員会
石包丁 1点 弥生時代 栗東市教育委員会
磨製石斧（伐採用） 2点 弥生時代 栗東市教育委員会
磨製石斧（加工用） 3点 弥生時代 栗東市教育委員会
土師器・小型丸底壷 一括 古墳時代 栗東市教育委員会
土師器・手づくね土器 一括 古墳時代 栗東市教育委員会
須恵器・壷 5点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
すき未製品 1点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
すき 1点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
くわ 4点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
くわ柄 1点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
くわ又はすき 2点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
盤 2点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
皿 1点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
木錘 3点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
横槌 1点 弥生・古墳時代 栗東市教育委員会
木製梯子 1点 古墳時代 栗東市教育委員会
木製扉 1点 古墳時代 栗東市教育委員会

菌大神宮神領寄進状 1通 慶長10年（1605）2月25日 菌神社文書
中沢村神社書上 2通 明治時代 菌神社文書
氏神御願書 1通 明治5年（1872）6月17日 菌神社文書
菌神社明細書 1通 明治16年（1883）2月 大宝神社（『大宝神社文書』のうち）

菌神社神饌（複製） 1点 現代 館蔵
綣村天王社古帳 1冊 明応2年（1493）写 大宝神社（『大宝神社文書』のうち）

天王古帳之写 1冊 元禄2年（1689） 大宝神社（『大宝神社文書』のうち）

大宝神社氏子五十余郷書上 1通 江戸時代 大宝神社（『大宝神社文書』のうち）

栗太郡中沢村絵図 1鋪 明治6年（1873）頃 館蔵
【複製品　原品：重要文化財】中山道分間延絵図 巻十 1巻 文化3年（1806） 館蔵（原品：東京国立博物館所蔵）

△ 渋川村中沢村入組所絵図 1枚 江戸時代 館蔵（里内文庫№296-234）

△ 慶長七年　江州御検地帳写 1冊 文政2年（1819）写 館蔵（里内文庫№358-9）

大字中沢小字別地図 1綴 明治時代 館蔵
空中写真 1枚 昭和22年（1947）米軍撮影 館蔵
【パネル展示】 JR草津線　線路の付け替え 1枚 平成23年（2011）作成 館蔵

絽の着物 1枚 近代 館蔵（F1684）
産着（カイツカミ） 2枚 近代 館蔵（F1677）
丹前（ワタイレノキモノ） 1枚 近代 館蔵（F1680）
針箱 1個 近代 館蔵（F1567）
化粧箱 1個 近代 館蔵（F1568）
鏡箱 1個 近代 館蔵（F1558）
中折れ帽子 2頭 近代 館蔵（F1585）
カンカン帽子 1頭 近代 館蔵（F1586）
踏車 1台 近代 館蔵（F1607）
唐箕 1台 近代 館蔵（F3484）
旋風機 1台 近代 館蔵（F1576）
鍬 1本 近代 館蔵（F1599）
鋤簾（ジョリン） 1本 近代 館蔵（F1577）

国防婦人会治田村分会中沢班奉納額 1面 昭和15年（1940） 中沢自治会
国防婦人会治田村分会記録 1冊 昭和12～17年（1937～1942） 館蔵

スポット展示～国防婦人会治田村分会～

中沢の神社と祭礼

小地域展「中沢の歴史と文化」　出品目録　
平成27年2月28日（土曜日）から5月10日（日曜日）まで

　栗東歴史民俗博物館では平成12年度から毎年度、市内のひとつの大字を取上げ、その歴史と文化を
紹介する展覧会を開催してきました。平成26年度は旧治田村から、中沢地区を取り上げます。
　中沢は、栗東市の北西部に位置し、草津市と接している、標高94～96ｍの地域にあたります。
　この中沢の歴史が始まるのは弥生時代前期、今から2500年ほど前と考えられます。中沢全体に位置
する中沢遺跡では弥生時代前期から後期に至る約400年の長期間に及ぶ集落が見つかっていて、地域
の拠点集落として機能していたようです。また古墳時代では多くの埋没古墳や溝が発見され、大量の
遺物が出土するなど、人々の生活の痕跡が色濃くみられます。
　古代になると菌神社が舒明天皇９年（637）に勧請されたと社伝に記されていますが、神社に所蔵
される棟札の銘文からは、正中２年（1325）の拝殿の新造が判明しています。
　江戸時代の中沢村では、村の西側に集落がありその周りに田畑が広がるという、栗太郡に多く見ら
れた農村の風景が広がっていました。また、村の西端を通る中山道に置かれた中沢立場では、東海道
沿いの梅木立場（現在の栗東市六地蔵）の名薬和中散を扱う出店が営まれ、多くの旅人たちでにぎ
わったと想像されます。
　その後、明治時代に開通した関西鉄道（現在のJR草津線）の線路が中沢の地区内を通り、昭和の中
頃には草津駅から近いという立地条件もあって、栗東の中でも早い段階から住宅開発が進められてい
くなど、かつての景観は大きく変わっていくこととなります。
　今回の小地域展「中沢の歴史と文化」では、中沢地区の歴史や、今日まで続く民俗行事についてご
紹介します。この展示が、皆さまに郷土の歴史を知っていただく機会となれば幸いです。

ごあいさつ

平成27年2月28日
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中沢のくらし

中沢遺跡・考古資料からみる中沢

中沢のすがた

凡例：△は滋賀県指定文化財


